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【利用方法】
次の３種類の利用方法が用意されています

 発表番号ごとに論文を表示する

 
論文中に含まれる文字列を検索し、
該当する複数の論文を表示する 全文検索の詳細はこちらへ

 セッションごとに論文を表示する

   

 ・Adobe Readerのダウンロード

Adobe Readerは８以上で

ご利用下さい

file:///F|/html/session.html
file:///F|/search.pdx
file:///F|/html/pdx1.html
file:///F|/html/purogram.html
file:///F|/html/reader.html
http://get.adobe.com/jp/reader/otherversions/
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   ＜あらまし＞  本稿では，ユビキタスコンピューティング環境でのアノテーションによる語学学習

支援システムの設計について述べる．提案システムはネットワーク機能を持つデジタル家電やモバイ

ル端末，PC を対象としたホームネットワーク技術を用いて学習サービスを提供できるように設計され

る．学習者は日常の体験で学習素材を記録し，その学習素材を教師のテーマによりタブレット PC 上

に構築されたシステム上でアノテーションを行いながら編集を行うことで学習を進める．編集された

内容は，システム上で共有でき，他の学習者によりアノテーションの追加を行いながら内容を充実さ

つつ，学習を進めていく． せ
 
    ＜キーワード＞  学習環境，システム設計，コミュニケーション，ユビキタス学習 
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近年，コンピュータ技術の進歩とともに，ワイ

ヤレス通信やさまざまな端末を用いて，いつでも

どこでも必要とする情報にアクセスできるユビ

キタスコンピューティング[1]が注目されている．  
  ユビキタスコンピューティング環境での学習

を進める上では，学習者の身の回りにある情報通

信機器類を組み合わせた学習環境が重要となる．

そして，学習者の日常の経験や体験を学習に生か

すためには，モバイル端末などで日々の状況を動

画や静止画，テキストといったメディアで記録し，

それを教師や他の学習者と共有した上で，議論で

きるような環境が求められる． 
我々は，動画へのコメントや編集を通して，日

常の映像コンテンツによる語学学習を支援する

システムの構築を進めている．コメント入力には

Tablet PC を利用し，学習者の身の回りにあるシ

ステムと連携を行いながら学習を進めていくよ

う設計を行う．本稿では，システムの設計と開発

中のシステムについて述べる． 
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���  概  要 
システムの概要を図１に示す．本システムの学

習環境は，ユビキタスコンピューティングを意識

し，UPnP (Universal Plug and Play)技術[2]お

よび DLNA (Digital Living Network Alliance)
技術[3]を利用したホームネットワークの上での

構築を進めている．これらの技術を用いることで，

学生や教員が持つ端末が無線 LAN にて自動的に

接続され，システムが簡便に利用できることを目

指す． 
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図２は構築中のシステムのインタフェースの

例である．システムでは，コンテンツにアノテー

ションが行える映像，HTML 文章のプレーヤを

備える．コンテンツへのアノテーションは，表示

中のメディアに合成して書くことを可能とする．

特に動画は再生中にアノテーションをリアルタ

イムに書くことが可能である．  
コンテンツに記入されたアノテーションには，

記入とともに，逐次，記入者やグループ，色，書

かれた時間，削除された時間の記録を行う．この

アノテーション情報は，コンテンツとは別に管理

している．このため，学習を進める中で必要に応

じて編集や加工が可能である． 
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ユビキタスコンピューティング環境での学習

環境の構築の実現を目指すため，我々は利用者の
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図１  システムの概要 
 

存在する環境にあるコンピュータを連携させた

学習環境の実現に注目した．具体的には，システ

ム構築の基盤的な技術として，ホームネットワー

ク技術を用いることとした．ホームネットワーク

システムは，家庭内にある家電や携帯電話などの

モバイル端末，PC をネットワークでつなぎ，シ

ームレスに複数の機器と連携したサービスを利

用者に提供するものである． 
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プロトタイプはタブレットPC上で構築を行っ

ている．システムは Java 言語を用い，アプリケ

ーションとして Windows 上で動作する．構築中

のソフトウェアは，教師用と学生用，システム制

御用の 3 種類がある． 
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本稿では，開発中のアノテーションによる語学

学習支援システムの提案および構築について述

べた．システムでは，ユビキタスコンピューティ

ング環境の実現を目指し，ホームネットワーク技

術を基盤としたシステムの構築を進めている． 
今後はシステムの完成をさせつつ，実践での利

用について検討を行う予定である． 
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図２  インタフェースの例 
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